

























































































































































































































































国史料も残されているが、普陀山の僧如智が日本側と折衝する契機を与えたこ は重要である。今のところ如智 元朝のいかなる官司・官人を通じて世祖 奏上 得たかを直接伝え 料は見当たらない。しかし手掛かりがなくもない。元朝には杜世忠を正使とした遣使に対する日本
（鎌倉幕府（
の強硬対応もすでに伝わっていた。一方、鎌倉幕府執権の
















































































































給、軍糧輸送など、官民あげて大騒ぎとなり、広東地方では群盗が蜂起した。政府軍は江海の疫病流行地域に入って、死傷者が半数を超えたが、現在でもまだ兵力を解くことができない。そのうえ交趾は我国と国境を接しちっぽけな小国である 、わが国は親王を派遣して軍 ともに深 侵入したが効果はなく、唆都は賊に殺され恥辱を遺すばかりとなった。まして日本は海洋万里のかなたにあり、占城・交趾二国の比で い。　
今回軍事行動を起こし人々を動員して危険地帯に踏み入ったが、よしんば強風に遇わずその岸辺に到達したとこ
ろで、倭国は土地は広く、雑兵はやたらに多く、むこうの兵が四方から集まってきた場合、わが方には援軍がない。万一戦いがうまくゆかなかったときに、救援部隊を出そうにも急に海 渡る かみ隋が高句麗を討伐しようとして三次にわた て大挙遠征したものの しばしば敗北し百万の兵を失った。唐の太宗は英武を以て自負し親ら高句麗を征討したが、数城を取って帰還したとはいえ悔いを遺すこと み多か 且つ高麗の平壤の諸城はみな陸地にあり、中原からさほど遠くもない。それでも
（高句麗に対しては（
隋・唐二国の大兵で圧力を









































































































壬申、平灤・高麗 耽羅 揚州 隆興 泉州に勅し、あわせて大小船三千艘を造らせた。
































































































てこちらは占城と交趾を指すから一連の文章としては不自然である。しか 過去の中国王朝につき高句麗との関係において「二国」と称するのも適切とは思えない。そこで屠寄は『蒙兀児史記』劉宣伝でその部分について「隋・唐両朝以大兵加之、尚不能克」 文を改めて違和感を克服しようとした。こ ように劉宣は、朝鮮半島と対比して日本が遥か海洋の果てに存在するこ を遠征討伐の最大の障碍と結論づけた。まさに主張の核心というべきである。
劉宣上言の全体を見ると、歴史的に考察しまた現実に即して具体的に日本遠征実施の困難を詳論したところは注目す










































































































































































































































































































































































ついに中止さ たことであ 。さきに至元二十年の五月、東征準備を中絶させた中国民衆は、再開された東征準備をもつぶしてしまった」と論じた（ 『元寇─蒙古帝国の内部事情─』一九六五（
。筆者は江南の少数民族の視点からこれを論
















二［十］年、丞相阿塔海命馳駅奏出征事。入見、世祖問曰、 「江南之民、得無有二心乎。 」如徳対曰、 「往歳
旱澇相仍、民不聊生、今累歳豊稔、民沐聖恩多矣、敢有貳志。使果有貳志、臣曷敢飾辞以欺陛下乎。 」帝善其言、且（　

















































































  耶律希亮は祖父耶律楚材・父耶律鋳を継いだ元初の有力官人。 『元史』本伝の文は耶律希亮の神道碑（ 『危太樸文続集』巻二、所収（
から採ったもので、文集にはたしかに「十二年」とある。 『元史』編纂時に補正しなかったのだろう。なお
























































































春秋鼎盛、宜預国政。 」帝喜曰、 「尋将及之。 」明日、下詔皇太子燕王参決朝政、凡中書省・枢密院・御史台及百司之事、皆先啓後聞。
　

























































































  ・ （至元十九年 月（戊午、誅阿合馬第三子阿散、仍剥其皮以徇。
　　










































































台中悚惧、陰往懇祈以自解 惟公巍立不動、元悪怨公愈深 羅織公之子、繫揚州獄。又建康酒務・淘金等官及遭断録事司官誣告行台沮壊銭糧 以聞于朝 納賂権姦、必欲置公死地。
  『至正金陵新志』巻六、官守志、題名、行御史台、監察御 に、至元 十五年に赴任した張諒の名がみえる。
（
（（ 劉宣の行状にいう。











霍粛曰、 「公既殺身、行省白于朝堂曰 『省知罪重、自割身死。 』前後構禍主謀者、郎中某也。某為行省員外郎時、公為参議、相得甚驩。為江淮鈔法 （法（
、尚書省命公罰某杖罪、公以同僚、為荷其事。由是公被罰、某素受公恩、但以
同悪相済、深忌正人、鋭意擠傾、曾不顧公議之可畏 宿恩之難負、公忠義節操 世所共知、識与不識、皆為嗟悼 」粛親見親聞其事 故辞覈而情哀。……其後同謀害公者、不久俱死、若有陰譴云。元悪既斃、越一年、権姦亦誅、（化（
［改］ 絃更張。霍粛具公死事始末、呈之台省、不報。……延祐四年、従子自持上公行実、御史台奏聞、制贈資善































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































江海瘴毒之地、死傷過半、卽目連兵未解。且交趾與我接境、蕞爾小邦、遣親王提兵深入、未見報功、唆都爲賊所殺、自遺羞辱。況日本海洋萬里、疆土闊遠、非二國可比。今次出師 動衆履險 縱不遇風、可到彼岸、倭國地廣、徒衆猥多、彼兵四集、我師無援、萬一不利、欲發救兵、其能飛渡耶。隋伐高麗、三次大擧、數見敗北 喪師百萬。唐太宗以英武 負、親征高麗、雖取數城而還、徒增追悔。且高麗平壤諸城、皆居陸地、去中原不遠 以二國之衆加之、尙不能克、況日本僻在海隅、與中國相懸萬里哉。 」帝嘉納 言
（ 『元史』劉宣傳（
12（
